
つやまっ子読書プランキャラクター
「ぶっくちゃん」 　

高
齢
者
が
自
動
車
の
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
し
た
ら
ど
ん
な
特

典
が
あ
り
ま
す
か
？
（
一
方
・
女

性
）

　　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

高
齢
者
に
は
、
協
賛
店
か
ら
商
品

の
割
引
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
受
け
ら

れ
る｢

お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド｣

を
交

付
し
て
い
ま
す
。
自
主
返
納
は
警

察
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象　
県
内
に
在
住
の
65
歳
以
上

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

本を読むことの素晴らしさ

つやまっ子
に贈る100冊の本

さ
ん
（
油
木
北
）

きらめくきらめく

自

ライン行間5.1125ミリ

「
仙
人
音
頭
」
で
ま
ち
を
元
気
に　

柴
田 

義
夫

久
米
仙
人
会 

会
長　
　
　
　
　
　

月
後
の
４
月
21
日
に
行
わ
れ
る
久
米

公
民
館
の
落
成
式
で
発
表
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
完
成
ま
で
に
、
久

米
地
域
の
多
く
の
人
が
協
力
し
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

仙
人
音
頭
と
は
？

　
久
米
地
域
内
の
名
称
や
名
物
を
歌

詞
に
盛
り
込
ん
だ
、
歌
っ
て
も
踊
っ

て
も
楽
し
め
る
音
頭
で
す
。
仙
人
が

不
老
長
寿
で
あ
る
と
い
う
い
わ
れ
の

よ
う
に
、
久
米
地
域
の
元
気
の
源
に

な
り
、
地
域
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
歌
詞
に
は
宮
部
の
ホ

タ
ル
や
大
倭
の
梅
の
里
公
園
、
坪
井

の
岩
屋
城
、
久
米
地
域
特
産
の
ジ
ャ

ン
ボ
ピ
ー
マ
ン
な
ど
が
登
場
し
ま
す
。

今
後
の
活
動
は
？

　
仙
人
音
頭
を
久
米
地
域
だ
け
で
な

く
市
内
全
体
に
広
げ
て
、
ま
ち
を
元

気
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
仙
人
音
頭
を
発
表
す
る
際
、
法
被

や
仙
人
の
衣
装
も
作
り
ま
し
た
。
久

米
地
域
は
も
と
よ
り
、
市
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
仙
人
音
頭

を
踊
っ
た
り
、
仙
人
の
格
好
を
し
て

る
人
①
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
す
る
、
ま
た
は
、
し
た
人
②

既
に
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限

が
切
れ
て
い
る
人
③
病
気
に
よ

っ
て
取
り
消
し
処
分
を
受
け
た

人

※

警
察
で
確
認
で
き
る
人
に
限
り

ま
す

協
賛
店　
県
内
１
４
６
１
店
舗

（
平
成
24
年
４
月
末
現
在
）

◎
津
山
警
察
署
管
内
で
は

バ
ス　
中
鉄
北
部
バ
ス
＝
路
線
バ

ス
（
一
部
路
線
を
除
く
）
の
大

人
片
道
運
賃
を
半
額

タ
ク
シ
ー　
鏡
野
タ
ク
シ
ー
、
勝

田
交
通
、
津
山
交
通
、
津
山
タ

ク
シ
ー
、
平
和
タ
ク
シ
ー
、
院

庄
タ
ク
シ
ー
、
立
石
タ
ク
シ
ー

＝
タ
ク
シ
ー
料
金
を
１
割
引

※

そ
の
他
、
日
用
生
活
品
や
レ
ジ

ャ
ー
な
ど
管
内
49
店
舗
で
割
引

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す

※

申
請
方
法

や
割
引
サ

ー
ビ
ス
の

内
容
な
ど
、

詳
し
く
は
、

お
問
い
合

わ
せ
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ
先　
津
山
警
察
署
（
林

　

田
）
薊
25
‐
０
１
１
０

▲高齢者交通安全支援協賛店ステッカー

　上橋菜穂子さんの作品が
好きで、その中でも大好き
な作品が『獣の奏者』です。
この物語は、主人公の少女

エリンと「闘蛇」「王獣」という架空の動物た
ちが国の覇権争いに巻き込まれていくファン
タジーです。ファンタジーというと優しく明
るい夢の世界のようですが、この物語はそう
いった場面ばかりではありません。
　エリンは野生の王獣に関心を持ち、獣ノ医
術師になろうと決心します。知識欲と探究心
に満ちた彼女は、一途に自然や生き物の営み
を観察し続け、決して人とは心が通じないと
思われていた王獣と心を通わせていきます。

　王獣と分かり合えたために、国の争いに巻
き込まれるエリンは波乱万丈の人生ながらも、
自分の信じる道を一心に駆け抜けていきます。
　そうして成長していくエリンの姿に心を深
く打たれ、目が離せません。読みながら何度
も心を揺さぶられ、何度も読みたくなるこの
本は、本を読むことの素晴らしさを教えてく
れます。

冨澤 知子
推薦者

　　　　　さん
　　　　  (林田）

「獣の奏者Ⅰ」
上橋菜穂子　著

（講談社）

　
　

 

動
車
の
運
転
免

　
許
証
を
返
納
し
た

　
ら
ど
う
な
る
の
？

ひ
ら
し
げ　
　

 

か
ん

久
米
文
化
協
会
の
会
長
を
務
め
る
傍

ら
、
踊
り
や
手
品
な
ど
を
楽
し
む
柴

田
さ
ん
。
こ
の
意
欲
的
な
姿
勢
が
仙

人
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
盛
り
上
げ

て
い
る
よ
う
で
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
ピ
ー
マ
ン
や
梅
製
品
な
ど

を
販
売
し
た
り
し
て
、
久
米
地
域
の

Ｐ
Ｒ
を
す
る
予
定
で
す
。
法
被
や
衣

装
は
、
い
つ
で
も
貸
し
出
せ
る
の
で
、

た
く
さ
ん
の
人
に
活
用
し
て
も
ら
え

る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
わ
た
し
は
普
段
か
ら
老
人
福
祉
施

設
で
手
品
な
ど
を
披
露
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
仙
人
音
頭
も
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
？

　
日
本
各
地
に
あ
る
仙
人
ゆ
か
り
の

ま
ち
と
交
流
を
深
め
て
、
ぜ
ひ
、
津

山
で
仙
人
サ
ミ
ッ
ト
を
開
き
た
い
で

す
ね
。
そ
し
て
「
津
山
に
は
仙
人
の

ま
ち
あ
り
、
仙
人
音
頭
あ
り
」
と
、

全
国
に
津
山
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の
に

し
た
い
で
す
。

久
米
地
域
の
ま
ち
お
こ
し
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
久
米
仙
人
を
唄
っ
た
「
仙
人

音
頭
」
を
創
作
し
た
久
米
仙
人
会
会

長
の
柴
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

会
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
は
？

　
昨
年
６
月
、
あ
る
集
ま
り
で
「
今

の
久
米
地
域
は
元
気
が
な
い
。
何
と

か
元
気
が
出
る
方
法
は
な
い
も
の

か
」と
い
う
話
が
出
ま
し
た
。そ
こ
で
、

久
米
地
域
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
久
米

仙
人
を
生
か
し
た
音
頭
を
作
ろ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
地
域
の
団
体
や

個
人
を
募
っ
て
久
米
仙
人
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
会
の
発
足
か
ら
約
10
カ

　４月25日、平成23年度「くすのき賞」
が加茂郷土史研究会に贈呈されました。
この賞は、津山市文化連盟が地域の文
化・芸術活動に活躍する個人や団体に
贈られるものです。
　加茂郷土史研究会
は昭和30年（1955）に
設立されて以来、 加
茂地域にある万燈山
古墳やキナザコたた
ら跡などの発掘調査
や加茂町史編纂など
に参画してきました。 
最近では、 加茂地域
の方言を研究した方言集「かもだにこと
ば」を出版し、古文書研修会など研修活
動も行っています。
　代表の美土路有蔵さん（加茂町宇野）
は「今回の受賞が、同じような活動を行っ
ている団体の皆さんの励みになればと思
います。今後、より一層、歴史研究をし
ていきたいです」と笑顔で抱負を語ってく
れました。

　　　　　　　　　　　　　　　まんどう

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
と

▲おかやま愛カード

▲久米公民館落成式で発表した仙人音頭
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